
給付件数及び給付金額の状況（前年比）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数

(1) 傷病見舞金 8 410,373 859 18,735,898 867 19,146,271 902 19,190,676 △ 35

(2) 障害見舞金 1 7,140,000 4 3,504,000 5 10,644,000 8 14,226,000 △ 3

(3) 香料 0 0 13 1,300,000 13 1,300,000 20 2,000,000 △ 7

(4) 0 0 11 600,000 11 600,000 14 640,000 △ 3

(5) 死亡見舞金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(6) 特別給付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 9 7,550,373 887 24,139,898 896 31,690,271 944 36,056,676 △ 48

給付状況について

(1) 傷病見舞金

(2) 障害見舞金

(3) 死亡見舞金

(4) 特別給付金

(5)

件数

891

936

△ 45

　各年度平均的に給付のある傷病見舞金、香料、歯科補綴特別見舞金の前年度との比較は、次
のとおりである。
　給付件数は45件の減、給付金額は78万円の減となっている。このことにより、１件当たりの
給付金額は28年度23,300円に対して29年度は23,600円で1.3％の微増となっている。

　近年、給付件数が増加している原因は、安全振興会のしおりの発行やホームページの開設な
ど、広報に力を入れたことによって周知が図られたことも要素としてあるが、それだけでは説
明できない。件数等の増加傾向は、各県共通の課題となっており、早急に災害を未然に防ぐ対
策が望まれる。

　平成29年度の給付件数896件は、昨年度比５％減であり若干減少したが、高水準を維持してい
る。
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　28年度と比較して、給付件数は３件の減、給付額は約358万円余の減である。今後は件数、見
舞金ともに減少していくことが予想される。
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　29年度は、特別給付金の給付実績はない。

歯科補綴特別見舞金

　28年度と比較して、給付件数で35件の減、給付額で約４万円の減となっている。
　１件当たりの平均給付額は、28年度21,300円に対して29年度は22,000円、約３％増加してい
る。
　また、新たな請求件数（安全振興会傷病見舞金給付の対象となる災害発生件数）は、29年度
は457件で、28年度の449件と比較し、微増となっている。

　29年度は、死亡見舞金の給付実績はない。

△ 4,366,405


